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み
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源
物
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計
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ら
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さ
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以
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変
化

変
化

変
化

変
化

、 、、、
考

慮
考
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○
本

市
の

ご
み

処
理

量
は

、
経

済
の

成
長

に
伴

い
増

加

傾
向

を
た

ど
っ

て
き

た
後

、
平

成
４

年
度

に
「
飯

山
市

ご
み

減
量

等
推

進
市

民
懇

談
会

」
を

設
置

し
、

ご
み

の
減

量
と

リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
平

成
５

年
度

に
は

減
少

に
転

じ
ま

し
た

が
、

近
年

、
ご

み
処

理
量

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

具
体

的
な

数
値

で
表

す
と

わ
か

り
や

す
い

。
 

○
市

で
は

ご
み

減
量

と
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

の
た

め
、

平
成

５
年

度
か

ら
古

紙
及

び
粗

大
ご

み
、

1
0
 年

度
か

ら
ガ

ラ
ス

び
ん

、
1
1
 年

度
か

ら
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

1
5年

度
か

ら
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
包

装
を

、
順

次
資

源
物

と
し

て
分

別
回

収
し

て

き
て

お
り

、
回

収
量

も
年

々
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

資
料

５
－

３
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○
平

成
５

年
度

か
ら

古
紙

及
び

粗
大

ご
み

、
1
0 

年
度

か

ら
ガ

ラ
ス

び
ん

、
1
1 

年
度

か
ら

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
順

次
資

源

物
と

し
て

分
別

回
収

し
て

き
て

お
り

、
回

収
量

も
年

々
増

加

し
て

い
ま

す
。

 

 

 
○

一
方

、
本

市
の

ご
み

処
理

量
は

、
経

済
の

成
長

に
伴

い

増
加

傾
向

を
た

ど
り

、
平

成
1
9
～

20
年

度
に

「
飯

山
市

廃

棄
物

減
量

等
推

進
審

議
会

」
で

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
2
3

年
度

末
で

２
０

％
の

ご
み

減
量

（
平

成
1
8
年

度
比

）
す

る
こ

と
を

答
申

。
市

民
か

ら
な

る
ご

み
減

量
推

進
委

員
な

ど
と

協
働

で
ご

み
減

量
に

取
り

組
み

、
平

成
1
8
年

度
以

降
は

徐
々

に
減

少
し

て
い

ま
す

。
 

（
委

員
）
具

体
的

に
は

何
％

ぐ
ら

い
減

少
し

て
い

る
の

か
。

 

（
事

務
局

）
22

年
度

3
月

末
現

在
で

18
年

度
比

9
.2

％
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

今
年

8
月

末
時

点
で

さ
ら

に
2
％

程

度
減

少
し

て
い

る
。

こ
れ

か
ら

冬
に

な
り

観
光

客
が

入
っ

た
り

す
る

こ
と

で
、

少
し

増
え

て
し

ま
う

可
能

性
は

あ
る

。

残
り

半
年

間
の

減
量

推
進

の
取

組
で

決
ま

る
と

思
う

。
 

（
委

員
）
こ

の
ご

み
の

量
は

資
源

物
も

含
む

の
か

。
 

（
事

務
局

）
こ

こ
に

あ
る

の
は

可
燃

ご
み

。
ま

た
資

源
物

の
量

に
つ

い
て

は
、

回
収

の
数

量
は

増
え

て
い

る
と

思

う
が

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

薄
型

化
な

ど
に

よ
り

重
量

ベ
ー

ス
で

は
減

っ
て

お
り

、
そ

の
た

め
リ

サ
イ

ク
ル

率
は

そ
れ

ほ
ど

伸
び

て
い

な
い

。
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○
平

成
1
2
 
年

度
の

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

で
の

ご
み

処
理

量

は
、

可
燃

ご
み

5,
0
1
4
t、

不
燃

ご
み

7
3
1
t 

で
あ

り
、

市
民

一

人
当

た
り

の
年

間
処

理
量

は
21

7
kg

 
と

な
っ

て
い

ま
す

。

人
口

が
減

少
傾

向
で

あ
る

の
に

対
し

、
ご

み
処

理
量

は
斬

増
傾

向
に

あ
る

た
め

、
市

民
一

人
当

た
り

の
ご

み
処

理
量

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
 

（
森

）
量

だ
け

で
な

く
、

ど
の

ぐ
ら

い
コ

ス
ト

や
重

油
の

量
が

か
か

る
と

い
う

よ
う

な
事

も
入

れ
る

と
わ

か
り

や
す

い
の

で

は
。

 

（
事

務
局

）エ
コ

パ
ー

ク
は

2
4
時

間
、

炉
を

燃
焼

さ
せ

て
お

り
、

ご
み

の
減

っ
た

分
が

す
ぐ

に
重

油
の

量
の

減
少

に
つ

な
が

る
わ

け
で

は
な

い
。

た
だ

、
焼

却
灰

の
埋

め
立

て
を

行
っ

て
い

る
最

終
処

分
場

を
よ

り
長

く
使

う
こ

と
が

で
き

る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

内
側

が
銀

色
の

紙
パ

ッ
ク

な
ど

、
現

在

も
え

る
ご

み
と

し
て

回
収

し
て

い
る

も
の

の
中

か
ら

、
更

に

資
源

物
と

し
て

回
収

す
る

も
の

を
増

や
せ

ば
ご

み
の

量
は

減
り

リ
サ

イ
ク

ル
率

は
向

上
す

る
が

、
回

収
の

た
め

の
コ

ス
ト

を
考

え
る

と
上

が
っ

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
が

あ
り

、
難

し

い
問

題
で

も
あ

る
。

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

現
在

の
処

理
量

と
問

題
点

の
記

載
を

。
 

○
平

成
2
2
 年

度
の

ご
み

処
理

量
は

、
可

燃
ご

み
4,

9
1
2
 

ト
ン

、
不

燃
ご

み
４

９
１

ト
ン

 
で

あ
り

、
市

民
一

人
当

た
り

の

年
間

処
理

量
は

２
２

５
kg

 
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

【
①

～
③

の
各

数
量

の
推

移
を

表
・
グ

ラ
フ

で
記

載
予

定
】
 

 （
委

員
）
燃

や
さ

れ
た

ご
み

は
全

て
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
く

、
焼

却
灰

や
Ｃ

Ｏ
２

・
有

害
ガ

ス
な

ど
に

姿
を

変
え

て
残

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
も

し
っ

か
り

伝
え

た
方

が
、

よ
り

市
民

の
ご

み
減

量
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

る

と
思

う
。

 

（
委

員
）
可

燃
ご

み
の

量
は

1
日

に
す

る
と

ど
の

ぐ
ら

い

の
量

に
な

る
か

。
 

（
事

務
局

）約
6
0
0
～

7
0
0グ

ラ
ム

ぐ
ら

い
に

な
る

。
 

（
委

員
）
日

々
感

じ
る

の
は

、
意

識
を

持
つ

こ
と

が
ご

み

減
量

に
一

番
必

要
だ

と
思

う
。

マ
イ

バ
ッ

グ
に

つ
い

て
も

例
え

ば
道

の
駅

の
農

産
物

販
売

所
な

ど
へ

も
持

っ
て

い

く
よ

う
に

な
ら

な
い

と
い

け
な

い
。

そ
の

た
め

の
学

習
の

機
会

も
必

要
だ

と
思

う
。

ま
た

、
高

齢
化

し
て

い
く
中

で
、

現
状

の
回

収
方

法
で

は
資

源
物

の
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

遠

い
と

か
、

そ
う

い
う

問
題

も
あ

る
。

車
が

な
く
て

も
資

源
物

を
出

せ
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

 

（
事

務
局

）
新

し
い

取
組

計
画

の
中

に
、

い
た

だ
い

た
意

見
を

盛
り

込
む

こ
と

を
検

討
し

た
い

。
も

え
る

ご
み

の
処

理
で

出
て

く
る

物
質

に
つ

い
て

は
、

新
し

い
施

設
に

な
り

有
害

物
質

は
あ

ま
り

出
な

い
構

造
に

な
っ

て
い

る
が

、

な
る

べ
く
わ

か
り

や
す

い
形

で
文

章
に

入
れ

る
よ

う
に

し

た
い

。
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○
ま

た
、

ご
み

と
資

源
物

等
を

合
わ

せ
た

処
理

量
は

6
,6

7
7

ｔで
あ

り
、

市
民

一
人

当
た

り
の

年
間

排
出

量
は

2
53

kg
 
と

な
っ

て
お

り
、

1
0
 
年

前
の

平
成

３
年

度
と

比
べ

る
と

3
3
％

増
加

し
て

い
ま

す
。

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

増
加

の
現

状
と

減
量

対
策

を
。

 

○
ま

た
、

ご
み

と
資

源
物

等
を

合
わ

せ
た

処
理

量
は

平
成

2
2
年

度
で

6
,7

65
ト

ン
で

あ
り

、
市

民
一

人
当

た
り

の
年

間

排
出

量
は

2
82

kg
で

、
1
0 

年
前

の
平

成
1
3
年

度
と

比
べ

る

と
２

．
６

％
減

少
し

て
い

ま
す

。
 

（
委

員
）
Ｈ

１
２

で
は

一
人

あ
た

り
２

５
３

キ
ロ

と
あ

り
、

H
2
2
の

2
8
2
キ

ロ
よ

り
少

な
い

が
、

「
H

1
3に

比
べ

2
.6

％

減
少

し
て

い
る

」
と

い
う

こ
と

は
、

H
１

２
か

ら
H

1
3
で

大
き

く
増

え
た

と
い

う
こ

と
な

の
か

。
 

（
事

務
局

）H
1
3
の

数
値

を
見

る
と

か
な

り
増

え
て

い
る

。
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○
本

市
で

は
、

分
別

排
出

の
徹

底
、

生
ご

み
堆

肥
化

等
に

よ
る

自
家

処
理

の
推

進
、

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

、
ご

み
問

題
に

対
す

る
意

識
の

向
上

等
を

柱
と

し
た

ご
み

減
量

行
動

計
画

の
推

進
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

1
2
 
年

度
の

ご
み

等

の
資

源
化

率
は

17
.9

％
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

は
2
1
.5

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

生
ご

み
に

つ
い

て
は

、
農

家
に

は
自

家
処

理
の

推
進

、
非

農
家

に
は

肥
料

化
の

推
進

を
。

 

○
本

市
で

は
、

分
別

排
出

の
徹

底
、

生
ご

み
堆

肥
化

等
に

よ
る

自
家

処
理

の
推

進
、

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

、
ご

み
問

題
に

対
す

る
意

識
の

向
上

等
を

柱
と

し
た

ご
み

減
量

の
推

進
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
2年

度
の

ご
み

等
の

再
資

源
化

率
は

２
２

．
０

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

（
事

務
局

）再
資

源
化

率
は

10
年

前
よ

り
若

干
向

上
し

て
い

る
が

、
こ

の
5年

で
は

必
ず

し
も

増
え

て
い

な
い

。
こ

れ
は

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
や

缶
の

改
良

な
ど

に
よ

り
1
本

あ
た

り
の

重
さ

が
軽

く
な

っ
て

い
る

影

響
が

あ
る

。
 

（
委

員
）
現

行
計

画
に

は
「資

源
化

率
」
「リ

サ
イ

ク
ル

率
」
、

新
計

画
案

に
は

「
再

資
源

化
率

」
と

な
っ

て
い

る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
意

味
は

。
 

（
事

務
局

）現
在

使
っ

て
い

る
用

語
と

し
て

は
「
再

資
源

化
率

」
と

な
る

。
こ

れ
は

、
ご

み
と

資
源

物
の

合
計

の
う

ち
、

ご
み

が
占

め
て

い
る

割
合

を
示

す
数

値
。

現
行

計

画
に

は
資

源
化

率
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

と
2
つ

の
数

値
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、

算
出

根
拠

を
確

認
し

た
が

、
今

日
ま

で
に

は
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
い

ず
れ

に
し

て
も

、
現

在
担

当
課

で
は

使
っ

て
い

な
い

数
値

で
、

比
較

は
で

き
な

い
。

 

（
委

員
）ポ

イ
ン

ト
で

数
値

を
出

し
て

も
仕

方
が

な
い

の

で
、

推
移

グ
ラ

フ
を

示
し

て
か

ら
話

を
し

た
ほ

う
が

良
い

と
思

う
。
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⑥ 市 民 環 境 課

 

○
市

で
は

、
資

源
物

回
収

(古
紙

)助
成

金
、

生
ご

み
処

理

容
器

購
入

費
補

助
金

及
び

ご
み

等
集

積
施

設
整

備
事

業

補
助

金
交

付
制

度
に

よ
り

、
ご

み
の

減
量

化
・
再

資
源

化

の
推

進
を

図
っ

て
い

ま
す

。
 

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

成
果

に
つ

い
て

記
載

を
。

 

○
市

で
は

、
資

源
物

回
収

(古
紙

)助
成

金
、

生
ご

み
処

理

容
器

購
入

費
補

助
金

及
び

ご
み

等
集

積
施

設
整

備
事

業

補
助

金
交

付
制

度
に

よ
り

、
ご

み
の

減
量

化
・
再

資
源

化

の
推

進
を

図
っ

て
い

ま
す

。
 

【
補

助
実

績
を

表
ま

た
は

グ
ラ

フ
で

掲
載

予
定

】
 

 （
２

）
ご

み
処

理
施

設
 

 
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
    

委
員

委
員

委
員

委
員

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

出 出出出
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

、 、、、
考

慮
考

慮
考

慮
考

慮
す すすす

べ
き

べ
き

べ
き

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

① 市 民 環 境 課

 

○
市

で
収

集
し

た
ご

み
は

、
岳

北
広

域
行

政
組

合
の

岳
北

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

野
沢

温
泉

村
及

び
木

島
平

村
と

共
同

で
処

理
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

現
在

の
状

況
に

修
正

を
。

 

○
市

で
収

集
し

た
ご

み
は

、
野

沢
温

泉
村

及
び

木
島

平
村

と
共

同
で

組
織

す
る

岳
北

広
域

行
政

組
合

の
エ

コ
パ

ー
ク

寒
川

に
お

い
て

処
理

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

エ
コ

パ
ー

ク
寒

川
は

、
昭

和
6
0年

か
ら

処
理

が
行

わ
れ

て

い
た

岳
北

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

の
老

朽
化

に
伴

い
、

平
成

2
1
年

4月
か

ら
稼

働
し

た
施

設
で

す
。
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② 市 民 環 境 課

 

○
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
に

搬
入

さ
れ

た
燃

え
る

ご
み

及
び

燃

え
な

い
ご

み
は

、
焼

却
、

破
砕

、
選

別
プ

レ
ス

等
処

理
さ

れ

た
後

、
鉄

・
ア

ル
ミ

に
つ

い
て

は
資

源
と

し
て

売
却

、
焼

却

灰
は

民
間

業
者

に
処

分
委

託
し

、
そ

の
他

の
破

砕
ご

み
は

野
沢

温
泉

村
に

あ
る

組
合

の
最

終
処

分
場

で
埋

立
処

分

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

現
状

と
問

題
点

を
。

 

○
エ

コ
パ

ー
ク

寒
川

に
搬

入
さ

れ
た

燃
え

る
ご

み
及

び
燃

え
な

い
ご

み
は

、
焼

却
、

破
砕

、
選

別
等

処
理

さ
れ

た
後

、

鉄
・
ア

ル
ミ

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

つ
い

て
は

資
源

と
し

て
売

却
、

そ
の

他
は

一
度

焼
却

し
焼

却
灰

は
野

沢
温

泉
村

に

あ
る

組
合

の
最

終
処

分
場

で
埋

立
処

分
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

プ
ラ

は
、

収
集

後
中

間
処

理
施

設
へ

運
搬

・処
理

さ

れ
た

後
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

（
委

員
）
プ

ラ
処

理
で

市
が

お
金

を
出

し
て

い
る

も
の

は

あ
る

か
。

 

（
事

務
局

）収
集

運
搬

料
金

・中
間

処
理

料
金

は
市

で

負
担

し
て

い
る

。
し

か
し

分
別

の
達

成
度

に
よ

り
、

リ
サ

イ
ク

ル
協

会
か

ら
配

当
金

が
還

元
さ

れ
る

仕
組

み
と

な

っ
て

い
る

。
 

（
委

員
）
収

集
や

処
理

に
市

の
お

金
が

ど
の

ぐ
ら

い
使

わ
れ

て
い

る
か

を
市

民
に

知
っ

て
も

ら
う

必
要

は
あ

る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 

（
事

務
局

）掲
載

で
き

る
か

検
討

し
た

い
。

 

③ 市 民 環 境 課

 

○
容

器
包

装
リ

サ
イ

ク
ル

法
の

施
行

に
よ

る
ガ

ラ
ス

び
ん

及
び

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
分

別
収

集
に

対
応

す
る

た
め

、
平

成

1
0
 
年

に
は

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
併

設
し

て
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー

ド
を

整
備

し
ま

し
た

。
 

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

現
状

と
成

果
･課

題
を

。
 

（
削

除
）
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④ 市 民 環 境 課

 

○
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
は

昭
和

6
0
 
年

か
ら

稼
動

し
、

現
在

1
7
 
年

目
を

迎
え

、
老

朽
化

が
目

だ
っ

て
き

た
こ

と
や

、
多

種
多

様
な

ご
み

処
理

に
対

応
で

き
な

く
な

っ
て

き
た

こ
と

か

ら
、

新
施

設
の

建
設

に
向

け
検

討
が

始
ま

っ
て

い
ま

す
。

 

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

現
状

と
成

果
･課

題
を

。
 

○
エ

コ
パ

ー
ク

寒
川

は
前

の
施

設
に

比
べ

1
日

当
た

り
の

処
理

能
力

が
少

な
い

設
計

と
な

っ
て

い
る

ほ
か

、
最

終
処

分
場

の
埋

め
立

て
能

力
は

１
５

年
程

度
の

た
め

、
各

家
庭

や
事

業
所

で
の

一
層

の
ご

み
減

量
が

必
要

で
す

。
 

（
委

員
）
埋

め
立

て
で

き
な

く
な

れ
ば

、
他

の
場

所
に

新

し
い

施
設

を
つ

く
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
か

。
 

（
事

務
局

）
次

の
施

設
を

作
る

か
、

拡
張

を
考

え
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

も
し

２
０

％
減

量
で

き
れ

ば
3

年
程

度
寿

命
が

延
び

る
計

算
。

減
量

し
て

な
る

べ
く

埋
め

立
て

る

量
を

減
ら

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
委

員
）
こ

の
よ

う
な

こ
と

は
市

民
の

皆
さ

ん
に

も
最

低

限
知

っ
て

お
い

て
ほ

し
い

。
 

（
委

員
）
地

下
水

の
汚

染
も

心
配

さ
れ

る
の

か
。

 

（
事

務
局

）
新

し
い

処
分

場
で

は
、

そ
れ

を
防

ぐ
た

め
に

五
層

の
シ

ー
ト

を
敷

設
し

た
り

し
て

、
汚

染
さ

れ
る

こ
と

な
く
水

処
理

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

（
委

員
）
多

く
の

市
民

の
皆

さ
ん

は
、

焼
却

灰
の

こ
と

ま

で
考

え
て

い
な

い
と

思
う

。
減

量
啓

発
に

並
行

し
て

、
こ

う
し

た
学

習
の

機
会

も
必

要
だ

と
思

う
。
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（
３

）
不

法
投

棄
対

策
  

    
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
    

委
員

委
員

委
員

委
員

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

出 出出出
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

、 、、、
考

慮
考

慮
考

慮
考

慮
す

べ
す

べ
す

べ
す

べ

き ききき
事

項
等

事
項

等
事

項
等

事
項

等
    

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

① 市 民 環 境 課

 

○
近

年
、

空
き

缶
等

の
ポ

イ
捨

て
だ

け
で

な
く
、

家
庭

の

一
般

ご
み

、
粗

大
ご

み
な

ど
多

種
多

様
な

ご
み

が
山

林
、

河
川

、
空

き
地

等
へ

投
棄

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

ま
し

た
。

不
法

投
棄

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
県

で
は

平
成

1
2
 
年

４
月

か
ら

不
法

投
棄

監
視

員
連

絡
員

を
設

置
し

、
定

期
的

に
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
よ

る
家

電
廃

棄
の

有
料

化
と

不
法

投
棄

の
関

係
性

は
。

ま
た

そ
の

対
策

は
。

 

○
空

き
缶

等
の

ポ
イ

捨
て

、
家

庭
の

一
般

ご
み

、
粗

大
ご

み

な
ど

多
種

多
様

な
ご

み
が

山
林

、
河

川
、

空
き

地
等

へ
捨

て

ら
れ

る
不

法
投

棄
が

依
然

、
市

内
で

も
見

ら
れ

ま
す

。
不

法

投
棄

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
市

で
は

、
環

境
保

全
推

進
員

を
設

置
し

、
道

路
、

公
園

等
を

中
心

に
定

期
的

な
巡

回
、

監
視

、
回

収
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

② 市 民 環 境 課

 

○
ま

た
、

市
で

は
、

平
成

1
2
 
年

１
月

か
ら

、
環

境
保

全

推
進

員
を

設
置

し
、

道
路

、
公

園
等

を
中

心
に

定
期

的

な
巡

回
、

監
視

、
回

収
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

マ
ナ

ー
向

上
に

期
待

す
る

よ
り

方
法

は
な

い
の

か
。

 

ま
た

県
で

は
、

平
成

1
2
 年

４
月

か
ら

不
法

投
棄

監
視

員
連

絡
員

を
設

置
し

、
定

期
的

に
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

ま

す
。

 

③ 市 民 環 境 課

 

○
不

法
投

棄
が

あ
っ

た
場

合
は

、
投

棄
者

の
特

定
を

行

い
、

回
収

や
撤

去
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

投
棄

者

が
不

明
な

場
合

や
人

通
り

が
あ

る
道

路
沿

い
な

ど
で

は
、

必
要

に
応

じ
て

地
元

住
民

、
関

係
団

体
等

の
協

力

を
得

な
が

ら
撤

去
を

行
っ

て
い

ま
す

。
不

法
投

棄
の

発

見
・
通

報
件

数
は

増
加

傾
向

に
あ

り
ま

す
｡ 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

不
法

投
棄

を
防

ぐ
方

法
は

な
い

の
か

。
 

○
不

法
投

棄
が

あ
っ

た
場

合
は

、
投

棄
者

の
特

定
を

行

い
、

回
収

や
撤

去
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

投
棄

者
が

不

明
な

場
合

や
人

通
り

が
あ

る
道

路
沿

い
な

ど
で

は
、

必
要

に

応
じ

て
地

元
住

民
、

関
係

団
体

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
撤

去
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

市
で

は
不

法
投

棄
防

止
啓

発
の

た
め

の
看

板
を

設
置

し
た

り
、

各
区

の
衛

生
委

員
と

協
力

し
な

が
ら

防
止

の
た

め
の

対

策
を

進
め

て
い

ま
す

。
 

【
不

法
投

棄
件

数
の

推
移

を
グ

ラ
フ

で
記

載
】
 

（
委

員
）
環

境
教

育
と

し
て

こ
れ

も
必

要
。

大
人

が
や

っ
て

い
れ

ば
子

供
も

真
似

し
て

し
ま

う
と

い
う

こ
と

も
あ

る
。
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1
0
 

 ４
－

２
 エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

 

（
１

）
水

道
使

用
量

 

    
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
    

委
員

委
員

委
員

委
員

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

出 出出出
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

、 、、、
考

慮
考

慮
考

慮
考

慮
す

べ
す

べ
す

べ
す

べ

き ききき
事

項
等

事
項

等
事

項
等

事
項

等
    

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

① 上 下 水 道 課

 

○
本

市
の

上
水

道
使

用
量

の
推

移
を

み
る

と
、

緩
や

か

な
増

加
傾

向
を

示
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
給

水
人

口
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

を
反

映
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

ま
た

、
配

水
量

に
対

す
る

使
用

量
で

あ
る

平
成

1
2 

年
度

の
有

水
率

は
7
8
.3

％
で

あ
り

、
近

年
向

上
し

て
い

ま
す

。
 

 
○

本
市

の
上

水
道

使
用

量
の

推
移

を
み

る
と

、
緩

や
か

な

増
加

傾
向

を
示

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
、

給
水

人
口

が
増

加

し
て

い
る

こ
と

を
反

映
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

配
水

量
に

対
す

る
使

用
量

で
あ

る
平

成
2
2
年

度
の

有
収

率

は
7
8
.5

％
で

あ
り

、
近

年
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

推
移

し
て

い
ま

す
。

 

（
委

員
）
「
給

水
人

口
が

増
加

…
」
と

あ
る

が
、

市
の

人
口

が
減

っ
て

い
る

中
、

給
水

人
口

は
増

え
て

い
る

の
か

。
 

（
事

務
局

）詳
し

く
は

担
当

課
に

再
度

確
認

す
る

が
、

こ
こ

に
出

て
い

る
数

値
は

市
の

上
水

道
の

も
の

。
例

え
ば

区

の
簡

易
水

道
か

ら
市

の
水

道
へ

移
行

し
た

場
合

は
、

給

水
人

口
が

そ
の

分
増

え
る

こ
と

に
な

る
。

そ
の

あ
た

り
の

カ
ウ

ン
ト

の
仕

方
が

わ
か

り
に

く
い

部
分

が
あ

る
の

で
、

わ
か

る
よ

う
に

修
正

し
た

い
。

 

       



現
状

分
析

修
正

シ
ー

ト
 

第
2

章
第

４
節

「資
源

循
環

」）
 

 
1
1

（
２

）
電

力
消

費
量

 

 
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
現

行
計

画
記

載
    

委
員

委
員

委
員

委
員

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

出 出出出
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
計

画
策

定
以

降
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

、 、、、
考

慮
考

慮
考

慮
考

慮
す

べ
す

べ
す

べ
す

べ

き ききき
事

項
等

事
項

等
事

項
等

事
項

等
    

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

① 市 民 環 境 課

 

○
本

市
の

電
力

消
費

量
の

推
移

は
、

年
に

よ
り

変
化

が

あ
る

も
の

の
、

全
般

的
な

増
加

傾
向

を
示

し
て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
季

節
変

動
に

つ
い

て
は

、
夏

と
冬

の
消

費
量

が

多
く
な

る
傾

向
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

【
参

考
】
市

内
電

力
消

費
量

の
推

移
（
中

電
調

べ
）
 

【
参

考
】
 

（
単

位
：
M

w
h
）
 

H
1
3

年
度

 
1
8
0
,7

9
2
 

H
1
4

年
度

 
2
0
9
,5

7
0
 

H
1
5

年
度

 
2
2
0
,4

0
0
 

H
1
6

年
度

 
2
0
0
,4

0
0
 

H
1
7

年
度

 
2
1
4
,9

7
6
 

Ｈ
1
8

年
度

 
2
1
2
,7

9
7
 

Ｈ
1
9

年
度

 
2
2
1
,7

6
6
 

Ｈ
2
0

年
度

 
2
0
2
,4

6
9
 

H
2
1

年
度

 
2
0
5
,9

8
4
 

Ｈ
2
2

年
度

 
2
2
3
,1

3
4
 

○
家

庭
や

事
業

所
な

ど
市

内
で

消
費

さ
れ

る
電

力
量

は
、

年
に

よ
り

増
減

を
繰

り
返

し
て

い
ま

す
が

、
平

成
1
4

年
度

以

降
は

年
間

消
費

量
が

2
0

万
Ｍ

ｗ
ｈ

を
超

え
る

値
で

推
移

し

て
い

ま
す

。
 

ま
た

、
季

節
変

動
に

つ
い

て
は

、
夏

と
冬

の
消

費
量

が
多

く

な
る

傾
向

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

 【
市

内
の

電
力

消
費

量
の

推
移

を
グ

ラ
フ

で
記

載
】
 

 

 「
第

４
節

 
資

源
環

境
」
で

追
加

し
た

方
が

良
い

項
目

な
ど

 
 

  


